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12 4.00

№1 1)
島根創生に資する重要施策の全学的推進のため、「魅力化推進本部」を学長の下に設置し、大学の魅力化に向けた
制度構築・改善や事業を実施する。

実施した ● 4

2) 地域人材育成を目標に既存学科の見直し、新学科等の検討を行う。 実施した ● 4

3）
大田市大森町にサテライト施設「大森まちなか図書館」を開設し、実践的な地域学習を展開するとともに、地域住
民との交流拠点として活用する。

実施した ● 4

３．自主的、自律的な組織・運営体制の確立に関する目標を達成するために取るべき措置 15 3.00

（１）ガバナンス改革の推進

№64 計画なし

（２）経営基盤の強化

①　適正な財務運営の推進

№65 大学運営シミュレーションの見直しを行う。 実施した 3

②　自己財源の充実

№66 学長裁量経費により若手研究者への支援等を重点的に行うことで、外部資金の獲得につなげる。 実施した 3

№67
「島根県立大学未来ゆめ基金」の制度概要及び寄附金事業実績等について、ホームページ・広報誌等を活用し、積
極的に広報を行う。

実施した 3

③　運営経費の抑制

№68 予算編成プロセスを通じて事業の点検を行い、費用対効果の低い事業については廃止する等、業務見直しを行う。 実施した 3

④　監査体制の充実

№69 会計監査人監査及び監事監査のほか、内部監査を実施し、大学運営の健全化、透明性を確保する。 実施した 3

４．評価制度の充実及び情報公開の推進に関する目標を達成するためにとるべき措置 6 3.00

（１）自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用

№70
法人評価委員会や認証評価機関から指摘された事項について改善策を講じ、その実施結果と併せてホームページで
公開する。指摘事項については、改善案を検討する。（No.35再掲）

実施した 3

（２）情報公開の推進

№71
情報セキュリティ委員会は、情報セキュリティポリシーを適正に運用し、令和４年度版情報セキュリティ対策基本
計画を策定し、確実に履行する。

実施した 　 3

５．その他業務運営に関する重要事項に関する目標を達成するためにとるべき措置 24 3.00

（１）広報公聴活動の積極的な展開等

№72
テレビやラジオ、広報誌、デジタルサイネージなど様々な広報媒体を活用し、大学の取組や将来像を広く分かりや
すく県民に伝える。また、外部の専門家も交えて定期的に宣伝効果を検証しながら、より効率的・戦略的な「見え
る化」につなげていく。

実施した 3

№73 計画なし

（２）施設設備の維持、整備などの適切な実施

№74
施設整備方針案に基づき、引き続き計画的に整備改修を行う。施設整備方針案に基づき、引き続き計画的に整備改
修を行う。

実施した 3

（３）安全・危機管理体制の確保

№75 1) 防犯や交通安全等の意識啓発を図る。 実施した 3

2) 避難訓練及び健康診断を実施する。 実施した 3

№76 検討内容を踏まえ、危機管理マニュアルを改正する。 実施した 3

（４）人権の尊重

№77
教職員を対象にした人権に関する研修を年1回実施する。また、学生向けの人権研修については新しい生活様式に合
わせて開催方法を検討し、実施する。

実施した 3

№78 1) キャンパスハラスメント防止委員会が中心となって、ハラスメントの防止及びその早期対応に取り組む。 実施した 3

2)
相談連絡窓口として、学生相談員、所属相談員を配置するとともに、苦情相談窓口や対応措置を学生や教職員に周
知徹底する。

実施した 3
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